
























[目白勺]

 平成 6 年度報告においては、特別養子緑組の仕組み・実態等について、柏女が文献及び

最高裁判所・厚生省等による既存の調査資料等に基づき分析を行った。その結果、望まな

い妊娠により出生した児童の福祉を図る方法として昭和 63 年から導入された特別養子緑

組制度がかなり定着していることが明らかとなった。これを踏まえ、平成 7年度は、特別

養子縁組の運用実態及ぴ課題について、主として児童福祉の視点から明らかにすることを

目的とした。


